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１. 取組み概要

•はじめに

•環境認識

•出願人にとってのあるべき姿

•現状とあるべき姿のギャップ

•あるべき姿に向けた取組
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はじめに
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＜出願権利化に関わる情報を精度高く、タイムリーに保管＞
・出願権利化/権利取得/権利維持を間違いなく行うためには、
案件の権利状態や庁指令等を適切に把握することが不可欠

・蓄積されたデータは、知財戦略の立案・実行支援に活用可能

日本では、庁システムより知財情報（書誌、包袋）を電子的に自動取込可能
⇒各国庁、代理人間で情報連携の仕組みがあれば、効果的にデータ登録可能

企業内知財管理システムに求められることとは？
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知財情報の流れが、日本特許庁と自社との間が中心の時代から、
世界各国の特許庁と自社との間が中心となる時代に変化

環境認識① （グローバル出願の増大）
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・ 手続きの多様化/複雑化により、企業内の特許管理業務（期限管理等）
の負荷とリスクが増大

・ 重複出願も増大し、各国庁の審査待ち期間長期化にも影響

⇒ “特許審査ハイウェイ”や“グローバル・ドシエ”をはじめとした審査結果
の相互利用を促進する取組みや“特許制度調和”の議論が開始

出典：特許行政年次報告書 2013 年版

出典：特許行政年次報告書 2012年版
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ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

インド
ロシア

中国

環境認識② （出願国（非英語圏）の多様化）

ブラジル

タイ

BRICs等の新興国への事業展開に伴い、見慣れない庁書類が増加！

外国案件は、ｺﾝﾃﾝﾂの電子化方法、ﾌｫｰﾏｯﾄが国毎に異なるため、電子的知財情報の流通が困難。

結果、出願人（ｴﾝﾄﾞ・ﾕｰｻﾞｰ）は庁や代理人からのデータ取込みをコストをかけて行うか、諦めている。
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出願人にとってのあるべき姿

統一形式で
電子手続き

統一形式の電子庁
書類、公報等、

書誌情報

出願人

各国特許庁

代理人

庁情報取込効果
・入力工数削減
・システム対応コスト削減
・情報精度向上
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電子データによる
書誌・庁書類の取込

引例、公報は
番号のみ通知

グローバルに、出願人・特許庁・代理人の全ての関係者において、
知財情報の流通が活性化された状態であるのが望ましい

庁間情報共有効果
早期権利化による
・活用期間増大
・管理期間＆コスト削減

各国特許庁間で
審査情報共有
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現状とあるべき姿のギャップ
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多くの企業では、データ入力及び入力
チェックにコストを掛けて、自身が求め
るレベルでのデータ精度・鮮度を維持

している

国内は、代理人を含めた効
率的な流通網が確立している
が、海外での電子流通には、

多くの課題が存在する

庁情報取込に必要な
各国書類・項目対照表作成

庁間情報共有に関連した
特許庁プロジェクトへの提言

我々もあるべき姿の実現に向けて積極的に仕掛ける！

電子流通網の「交通ルール」の確立が必要
法改正要

2010年度：
各国電子出願制度の研究

各国で電子出願の仕組みが
構築されているが、そのサー
ビスレベルにはバラつきあり

2011年度：
知財情報の
電子流通モデルの研究

出願人

各国特許庁

代理人

2012年度：
電子的知財情報の共有化による
データ精度・鮮度向上策の研究
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短期： 各国庁書類及び提出書類の調査
 主要国・主要書類・主要項目の調査
 調査対象（国・書類・項目）の拡大

あるべき姿に向けた取組
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中期： 書類及び項目のコード化・共通化
 特許庁や情報プロバイダーとの情報交換
 統一案の作成と関係各所への働きかけ

長期： 電子流通網の交通ルール確立
 特許庁プロジェクトに関する意見交換
 庁間連携による手続の簡素化を要請

2013年度

2013年度

庁
情
報
取
込

庁
間
連
携
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２. 活動成果

① 各国書類・項目対照表作成
①－１） 書類／項目調査

①－２） 主要項目比較

参考 （『外国産業財産権管理マニュアル』）
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①－１） 各国書類・項目対照表作成

出願件数の多い５大特許庁＋WIPOの、庁書類と提出書類を調査

書類と項目をマトリックス化し、共通／バラつきの度合いを分析
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①－１） 各国書類・項目対照表作成

特徴：
・ブラジルにおいては、一部の庁書類（様式）が、存在しない。
→例えば、登録査定（許可通知）
ﾌﾞﾗｼﾞﾙ知財庁（INPI）発行の官報で、登録査定となった番号がリスト形式で掲載。

出願単位

ブラジルの官報（登録査定） ロシアの拒絶理由通知

書類／項目調査
日本企業の進出先として注目されるロシア、ブラジル等の新興国も調査

非英語圏の国の庁書類は判読が困難 ⇒ 調査を継続
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①－２） 主要項目比較 （項目選定）
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＜出願人の立場＞ 重要な書類／項目は、必ず管理システムに取り込む。
⇒生死情報に直結する書類にフォーカス

「生」･･･ex.審査中や権利存続中 ／ 「死」･･･ex.未審査みなし取下げ

出願人にとって、データ化（コード化、新規提供等）の
必要性が高い庁書類の項目を定義

権利取得を目的とする特許
は経過・進捗把握が必要

生死データ取得は権利維持
のため必要なことである

抽出・定義
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①－２） 主要項目比較 （結果）
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①－２） 主要項目比較 （結果）
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注： 書類CDおよび項目CDは仮に決めた
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①－２） 主要項目比較 （考察）

拒絶理由
応答期限が、起算日＋期限日数（月数）、実際の期限日、起算日のみ
の３通りに分かれた
→ 計算不要の実際の期限日に統一して欲しい

拒絶査定
発送日は記載されるが、不服審判請求可能な期間を示す期限日数も
期限日も記載なし
→ 拒絶査定も他手続同様の期限日を記載すべき

登録査定
書類から応答期限日が把握できない場合あり
→ 拒絶系同様、期限日を記載すべき

その他
単一の庁書類で期限日が定まらない場合あり

（例：拡張サーチレポート応答期限[EP]、アドバイザリアクション応答期限[US]）
→ 単一の庁書類内で期限が定まるようにすべき
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①－２） 主要項目比較 （今後の取組）

対応すべき手続は期限指定するよう要請する

任意の場合も含めて期限指定することにより、
意図しない期限切れによる権利失効を防止

対応期限を明確に指定するよう要請する

各ユーザがカレンダーから実際の期限日を算出す
るためのシステム化工数・確認工数を削減

生死に関わる書類・項目の共通化を要請する

グローバルな権利状況把握の容易化

社内システム取込効率化および精度向上
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まずは日本特許庁に対して要望し、
日本特許庁から外国特許庁へ働きかけてもらう。
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国・地域の知財庁への手続きや、応答期限等の出願管理実務に特化して
必要な情報・様式を収集しマニュアル化したもの
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参考 （発明推進協会 『外国産業財産権管理マニュアル』）

※発明推進協会発行のパンフレットより引用
https://www.hanketsu.jiii.or.jp/fmanual/user/file/pre_pamphlet.pdf

●以下の国・地域を順次追加予定 （但し、ユーザーニーズにより変更の可能性あり）
中国、韓国、台湾、トルコ、オーストラリア、アラブ首長国連邦、イタリア、スペイン、ニュージーランド、
サウジアラビア、ウクライナ、米国（新旧法）等
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２. 活動成果

② 特許庁プロジェクトへの提言
②－１） ワンポータル・ドシエとは？

②－２） グローバル・ドシエとは？

②－３） スケジュール

②－４） 本プロジェクトに対するJIPAの取組
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審査情報共有による早期審査や審査効率化を目的に、
五大特許庁で審査関連情報を共有することに特化したシステム

②－１） ワンポータル・ドシエとは？

EPO

JPO USPTO

KIPOSIPO

包袋相互照会 審査情報に特化

ワンポータル・ドシエの公衆利用を図りながら、
本システムを基に、上位概念であるグローバル・ドシエ構築にシフト

日本審査官向けの
ワンポータル・ドシエ利用開始
現在、各ユーザ層と公衆利用
に向けた検討を推進中
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各庁のドシエ（包袋）情報等を仮想的に統合し、
一元的なサービスを提供する共通システムを構築する将来ビジョン

②－２） グローバル・ドシエとは？

第5回五大特許庁長官会合
(2012/06/06)

【出展】 http://www.jpo.go.jp/cgi/link.cgi?url=/torikumi/kokusai/kokusai2/godai_kaigou2012.htm
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EPO
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WIPO

五庁で構築推進中のドシエ照会システムと、
WIPOで構築推進中のシステムとの相互接続

各庁

包袋相互照会 特許分類共通化

各庁
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②－３） スケジュール

2013

2014

：

庁間連携も多い超大規模システムであり、計画不確定

’13/10 五大特許庁会合のWG2会合開催

グローバルドシエ タスクフォース 開催

公衆向けOPDリリース予定

’14/06 五大特許庁会合開催

グローバルドシエ システム完成

’13/07 日本特許庁OPD稼動

’13/06 五大特許庁会合開催

’13/01 第１回グローバルドシエ タスクフォース開催
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②－４） 本プロジェクトに対するJIPAの取組

EPO

JPO USPTO

KIPOSIPO

WIPO

KINPAPPAC

JIPA
AIPLA
&IPO

Business
Europe

【出展】 http://www.jipa.or.jp/katsudou/kokusai_katsudou/12gdtf.htm

グローバル・ドシエに関し、日米欧に韓国･中国を加えた五大特許庁に対応するユーザ団体(JIPA、
AIPLA&IPO、Business Europe, KINPA,)の声を一つに集めてこのシステムの構築を促進

第1回 Global Dossier Task Force 会合
（2013年1月22～23日）参加

5大特許庁＆WIPO＆ユーザ団体

グローバル・ドシエへの期待

第三者からの公開情報閲覧（ワンポータル)

単一出願で各国出願可能（クロスファイリング）

法律・手続面での簡素化

特許庁＆ユーザ間コラボレーション
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３. 今後の進め方

•スケジュール

•将来の理想像
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中期目標： 書類及び項目のコード化・共通化

短期目標： 各国庁書類及び提出書類の調査

スケジュール
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2013年度： 主要国・主要書類・主要項目の調査

５大特許庁（JP, US, EP, CN, KR）＋WIPOの庁書類・項目の調査
出願人にとって、データ化の必要性が高い庁書類・項目の定義

2014年度： 調査対象（国・書類・項目）の拡大

対象国（特に日本企業の進出先として注目度の高い新興国）の拡大
書類・項目のコード化・共通化案の策定

庁情報取込 庁間情報共有

長期目標： 電子流通網の交通ルール確立

ドシエプロジェクトの
進捗確認と提言

各国特許庁が進めている
情報連携プロジェクトに
関する意見交換を行い、
調査に必要な情報取得や
中期・長期目標に向けた
提言を行う

2015年度： 特許庁や情報プロバイダーとの情報交換

特許庁、情報ﾍﾞﾝﾀﾞｰ等の各関係者との実現可能性の情報交換

各国特許庁への提言

フォーマット標準化を促進
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将来の理想像

全ての関係者が、Win-Winの関係を築けることを目指す

情報プロバイダー

出願人

各国特許庁

代理人

利用料
支払

グローバル権利情報
サービス提供

情報提供料支払い

他国審査情報提供

自国審査
情報提供

各国審査状況

管理コスト削減

報告負荷軽減

高品質サービス

依頼増

高付加価値化

審査負荷軽減

出願人
利用料以上に、権利化に必要
なシステム・運用・管理工数の
削減や権利の質向上が図れる

代理人
各国の審査状況を参考に最適

な対応が可能

各国特許庁
他国の審査情報を利用して
自国の審査負荷を軽減できる

情報プロバイダー
対象国を増加させ、利用者や
サービスの拡大を図り、事業を

大きくできる
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世界から期待され、世界をリードするJIPA

Creating IP Vision for the World

ご清聴ありがとうございました
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